
日
本
児
童
文
学
者
協
会
の
機
関
誌
「
日
本
児
童
文
学
」
編
集
委
員

会
か
ら
、
二
〇
二
一
年
七
月
に
急
逝
し
た
那
須
正
幹
の
追
悼
特
集
を

組
む
に
あ
た
っ
て
、
那
須
作
品
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
方
法
に
つ

い
て
考
察
す
る
よ
う
、
依
頼
が
あ
っ
た
。
そ
の
任
で
は
な
い
と
思
い

な
が
ら
、
那
須
作
品
の
読
者
だ
っ
た
の
で
引
き
受
け
た
。

ま
ず
、
数
え
き
れ
ぬ
ほ
ど
多
く
の
那
須
正
幹
作
品
群
の
中
か
ら
、

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
的
な
作
品
を
選
り
出
し
て
み
た
。「
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
的
」
の
語
は
、
事
実
を
も
と
に
し
た
作
品
、
あ
る
程
度
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
を
加
え
た
も
の
も
含
め
て
、
使
っ
て
い
る
。

　
（
一
）　

体
験
を
根
っ
こ
に
お
く

『
ぼ
く
ら
の
地
図
旅
行
』（
西
村
繁
男
・
え　

福
音
館
書
店　

一
九
八

九
）
か
ら
始
め
よ
う
。
あ
と
が
き
に
こ
う
あ
る
。「
こ
の
絵
本
の
舞

台
と
な
っ
た
野
浜
と
い
う
町
は
、
ぼ
く
の
住
ん
で
い
る
山
口
県
防
府

市
の
と
な
り
に
あ
る
吉
敷
郡
秋
穂
町
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

絵
本
に
す
る
た
め
、
地
形
や
地
名
、
そ
れ
に
方
角
が
変
え
て
あ
り
ま

す
が
、」。
い
わ
ゆ
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
は
ち
が
う
。
し
か
し
、

こ
の
作
品
に
、
私
は
、
那
須
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
的
な
仕
事
の
仕

方
や
、
作
品
に
取
り
組
む
姿
勢
を
見
る
。
こ
の
絵
本
に
は
、
意
地
の

張
り
合
い
か
ら
、
徒
歩
旅
行
に
出
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
、

地
図
が
読
め
る
シ
ン
ち
ゃ
ん
と
、
つ
き
あ
わ
さ
れ
る
羽
目
に
な
っ
た

タ
モ
ち
ゃ
ん
が
登
場
す
る
。
地
図
と
磁
石
が
道
具
だ
。
那
須
が
ス
ト

ー
リ
ー
と
二
人
の
心
情
を
書
き
、
画
家
の
西
村
繁
男
が
、
二
人
の
歩

く
町
を
描
き
だ
す
。
賑
や
か
な
通
り
か
ら
、
人
気
の
な
い
里
へ
、
そ

し
て
山
の
中
へ
、
二
人
は
歩
い
て
い
く
。
視
界
が
開
け
た
と
き
は
、

海
だ
。
自
家
用
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
、
バ
ス
、
重
機
を
積
ん
だ
ト

ラ
ッ
ク
、
豚
を
運
ぶ
ト
ラ
ッ
ク
、
救
急
車
、
パ
ト
カ
ー
、
一
輪
車
、

廃
車
、
そ
し
て
船
な
ど
、
子
ど
も
な
ら
見
落
と
さ
な
い
乗
り
物
が
描

か
れ
る
。
西
村
の
描
く
町
に
は
、
働
く
人
々
の
リ
ア
ル
な
日
常
が
あ

る
。
那
須
の
文
と
西
村
の
絵
は
、
空
気
も
時
間
も
描
き
出
し
た
。

山
岳
部
で
活
動
し
た
こ
と
が
あ
る
那
須
は
、
地
図
の
面
白
さ
を
知

っ
て
い
た
。
地
図
は
、
想
像
力
を
刺
激
し
て
前
途
を
予
測
さ
せ
る
が
、

そ
の
場
に
立
っ
た
時
の
実
感
は
、
想
像
し
て
い
た
時
と
は
大
き
な
違

「
体
験
」
に
科
学
的
資
料
が
か
ら
む
と
き

那
須
正
幹
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
的
作
品
を
読
む

今
関 

信
子
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